
要旨：昨年の発表の訂正と継続研究
昨年のジュニアセッションにて紹介した太

陽観測衛星ひのでが観測したプロミネンス

のガスの動きを継続研究しました。

昨年の結果では、ある1つのガスの動きにつ

いて、0.34km/sec2の加速度で減速すると紹

介しました。ところがその後の継続研究

で、この結果が逆向き、つまり減速ではな

く加速運動であることが分かりました。こ

こに訂正します。

今回の研究では、調査対象を広げて、２日

分、８つのガスの運動について調査しまし

た。それぞれのガスが動くループ状の構造

の扁平具合とガスの運動の加速度を比較し

たところ、関係は無さそうであることが分

かりました。

はじめに
解析に利用した画像は、太陽観測衛星ひの

でによる画像で、電離カルシウムの吸収帯

である紫色の光で見た太陽彩層にあるプロ

ミネンスなど見ることができます。活動的な

プロミネンスにはそのガスの動きを見ること

ができます。

地上では物体の動きは地球の重力によって加速度運動をします。太陽のプロミネンスはどのよ

うな動きをするのか調べたところ、太陽の重力以上の加速度で加速する運動が確認されまし

た。これは彩層中のガスが、重力以外の力を受けていることを指します。その１つは磁力では

ないかと考えます。ガスの動くループ構造は磁力線が作り出すものです。そこで、ループ構造

の違いによってガスの運動の加速度に差がないか調査することにしました。

研究の方法
研究に使用した画像は、JAXA/ISASのホームページにあるDARTSというデータ書庫からダウン

ロードしました。その方法は、http://www.nhao.jp/̃tokimasa/DARTS/darts_hinode.html  に

紹介されています。今回は昨年研究した2007年1月12日のプロミネンスを数例と2006年12月18日

のプロミネンスについて数例調査を行いました。ガスの運

動の調査方法については昨年同様です。私たちの解析研究

ではガスの動くループ構造が視線方向に直角であること、

追跡するガスの位置がそこにあるガスの運動であると仮定

しています。

ループの構造については、ループの高さhとループの長さ

x、ループの幅dを調査したループについて調

べ、h、x、d、h/xそれぞれと加速度とを比較調査しまし

た。

前回研究したプロミネンス
 (画像提供:国立天文台 岡本丈典さん) 

今回研究したプロミネンス
(画像提供:国立天文台 岡本丈典さん) 

ひのでが撮影したプロミネンス画像の解析
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結果
まず加速度は、今回の調査では鉛直

方向だけでなく水平方向へも加速度

運動しているものがあり、表のよう

な結果を得ました。今回は１例、上

昇して戻るような特異なプロミネン

スについても調査しました。今回の

調査では垂直方向に減速する運動も

ありました。高さh、幅x、扁平具合

h/xなどと比較した結果のうち、扁平率と加速度を比較した図は以下です。

考察
調査の結果、加速度の大きさは、ループ構造の形とは関係がないと思われます。ガスを動かす

重力以外の力は磁力であると仮定すると、この結果はループに働く磁力とループの構造に関係

がないことを示していると思いました。ループに働く磁力を計ることができたら、重力以外の

力が磁力であるかどうかを解明できます。ところが、プロミネンスは太陽表面に比べるととて

も光が弱くしかも縁にあるので、磁力を観測するのは難しいと聞きました。将来観測技術が進

んでループ状のプロミネンスの磁力が計られるようになるといいなあと思いました。
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